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ツルの北帰行
シーズン到来
２月５日、今シーズンのツルの北帰行が始まった。
初陣の数十羽は午前10時20分ごろ行人岳北側を通過。
天草、長崎方面へと旅立って行った。
（行人岳から出水方面を望む）



▼
教
育
関
係

Ｑ　

長
島
本
島
地
区
の

小
・
中
学
校
統
廃
合
は
。

（
川
床
・
田
尻
・
鷹
巣
・

本
浦
・
汐
見
・
城
川
内
・

蔵
之
元
・
平
尾
）

Ａ　

教
育
委
員
会
で
統
廃

合
の
枠
組
み
、
場
所
の
計

画
が
示
さ
れ
た
。
中
学
校

は
1
校
と
し
て
、
長
島
高

校
跡
地
へ
。
田
尻
小
学
校

は
川
床
小
学
校
に
統
合
、

本
浦
、
伊
唐
小
学
校
は
鷹

巣
小
学
校
に
、
長
島
中
学

校
に
汐
見
、
城
川
内
、
蔵

之
元
小
学
校
が
統
合
さ
れ

る
計
画
。

　

こ
の
計
画
を
長
島
町
立

小
中
学
校
等
統
廃
合
推
進

委
員
会
に
提
案
協
議
さ
れ

る
。
以
降
、
地
区
別
の
統

廃
合
推
進
協
議
会
で
統
廃

合
に
向
け
て
推
進
さ
れ
る

予
定
。

　

な
お
、
統
廃
合
は
平
成

29
年
度
の
実
施
予
定
で

あ
っ
た
が
、
同
時
統
合
は

無
理
で
平
成
30
年
度
ま
で

に
終
了
す
る
。

ほ
し
い
。（
平
尾
）

Ａ　

地
域
か
ら
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
れ
ば
内
容
検

討
し
、
開
放
に
つ
い
て
県

と
協
議
を
行
う
。

Ｑ　

総
合
運
動
公
園
の
整

備
計
画
は
。（
鷹
巣
）

Ａ　

整
備
に
向
け
て
鳥ち

ょ
う
か
ん瞰

図
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。

長
島
町
総
合
運
動
公
園
整

備
検
討
委
員
会
で
、
整
備

内
容
等
協
議
さ
れ
て
お

り
、
平
成
25
年
度
中
に
結

論
が
出
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　

獅
子
島
の
小
学
校
跡

地
活
用
に
つ
い
て
、
福
祉

施
設
、
民
宿
等
に
活
用
と

の
意
見
も
あ
る
が
。（
獅

子
島
）

Ａ　

宿
泊
施
設
等
へ
の
活

用
と
な
れ
ば
、
現
在
、
航

路
補
助
、
周
遊
バ
ス
ツ

ア
ー
事
業
へ
の
助
成
も
し

て
お
り
、
施
設
の
利
用
促

進
が
図
ら
れ
、
地
元
の
活

性
化
に
結
び
つ
く
の
で
は

な
い
か
。

Ｑ　

小
・
中
学
校
統
廃
合

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
実
施
さ
れ
な
い

か
。（
汐
見
・
城
川
内
）

Ａ　

教
育
委
員
会
の
方
針

は
、
実
施
し
な
い
考
え
で

あ
る
。

Ｑ　

遠
距
離
通
学
者
の
登

下
校
時
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
が
必
要
で
は
。（
鷹

巣
）

Ａ　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
は
、計
画
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

長
島
町
立
小
中
学
校

等
統
廃
合
推
進
委
員
の
任

命
権
は
。（
汐
見
）

Ａ　

教
育
委
員
会
が
任
命

す
る
。委
員
数
は
31
人
で
、

町
議
会
代
表
、
町
長
部
局

代
表
、教
育
委
員
会
代
表
、

小
中
学
校
代
表
、
そ
の
他

町
の
各
種
機
関
の
代
表
者

を
も
っ
て
組
織
さ
れ
る
。

Ｑ　

長
島
高
校
跡
地
活
用

に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
の
た
め
体
育
館
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
部
分
開
放
し
て

Ｑ　

児
童
生
徒
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
へ
の
助
成
を
し

て
、
選
手
の
強
化
育
成
を

望
む
。（
鷹
巣
）

Ａ　

議
会
で
も
一
般
質
問

等
で
提
言
し
、
町
も
ス

ポ
ー
ツ
選
手
の
強
化
育
成

支
援
の
方
向
で
あ
る
。

　

ま
た
、
奉
仕
団
体
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
等
は
、
青

少
年
育
成
制
度
を
設
け
て

い
る
。

▼
防
災
関
係

Ｑ　

災
害
時
の
予
算
措
置

お
よ
び
避
難
者
へ
の
食

糧
・
物
資
の
確
保
は
。（
城

川
内
）

Ａ　

現
段
階
で
は
予
備
費

を
計
上
し
て
お
り
、
消
防

費
や
補
正
予
算
等
も
考

慮
。

Ｑ　

高
潮
対
策
に
つ
い

て
、
大
潮
時
に
連
絡
道
お

よ
び
道
路
の
背
後
地
が
冠

水
す
る
。
対
策
は
。（
伊

唐･

本
浦
）

Ａ　

高
潮
被
害
は
、
全
国

的
な
現
象
で
国
も
現
状
把

握
や
対
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。

　

伊
唐
北
港
の
道
路
冠
水

に
対
し
て
は
、
総
合
整
備

事
業
で
嵩
上
げ
が
可
能
で

あ
る
。

　

浸
水
す
る
人
家
を
救
済

す
る
な
ど
、
他
の
ハ
ー
ド

面
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
制
度
が
な
い
の

で
補
助
事
業
の
創
設
を
要

望･

陳
情
を
続
け
る
。

　

議
会
と
し
て
も
、
町
と

並
行
し
て
国
に
対
し
要

望
・
陳
情
を
行
う
。

Ｑ　

船
津
平
地
区
の
避
難

道
路
を
早
く
整
備
で
き
な

い
か
。（
蔵
之
元
）

Ａ　

町
道
船
津
平
線
は
、

地
震
に
よ
る
津
波
が
発
生

し
た
場
合
に
、
避
難
道
と

し
て
有
効
な
道
路
と
い
え

な
い
状
況
で
あ
る
。
地
区

民
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
町
と
し
て
は
有
効
な

道
路
整
備
に
つ
い
て
再
度

集
落
と
協
議
し
た
い
。

Ｑ　

原
子
力
発
電
事
故
に

　長島町議会は10月28日から31日の４日間の日程で議会意見交換会を実施

した。議員が５人単位で３班を編成し、小学校区ごとに10会場に出向き、

会場に集まった町民207人と意見を交換した。

　町民から出された意見等に会場で回答できるものは回答し、回答できな

かったものは調査したうえで後日、回答することとした。

　今回の意見交換会で出された意見等の主なものは次のとおり。

町民と議会がまちづくり等の意見を交わす（川床小校区）

町民と議会の
　　　 意見交換会開催
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Ａ　

花
嫁
対
策
事
業
は
、

本
島
、
獅
子
島
地
区
で
年

1
回
開
催
、
こ
れ
ま
で
10

組
の
成
婚
が
あ
っ
た
。
若

者
の
積
極
的
な
参
加
を
期

待
す
る
。

　

獅
子
島
ウ
ォ
ー
ク
等
3

大
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
意
見
を
持
ち
帰
り
、

今
後
の
施
策
に
も
生
か
せ

る
よ
う
努
め
る
。

▼
財
政
関
係

Ｑ　

財
政
状
況
に
つ
い

て
、
町
債
残
高
が
１
５
４

億
円
と
あ
る
が
、
議
会
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。（
城
川
内
・
田
尻
）

Ａ　

町
債
に
つ
い
て
は
、

町
の
財
政
指
数
の
推
移
を

確
認
し
な
が
ら
見
守
っ
て

い
く
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
に

比
較
し
て
、
平
成
24
年
度

の
上
昇
に
つ
い
て
は
、
獅

子
島
小
学
校
の
建
設
並
び

に
町
道
整
備
等
公
共
事
業

の
増
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

え
で
あ
る
。
ま
た
、
既
存

の
た
め
池
の
整
備
を
進
め

て
い
る
。

Ｑ　

3
県
架
橋
実
現
に
向

け
て
の
現
状
は
。（
汐
見
）

Ａ　

3
県
架
橋
の
早
期
実

現
に
向
け
た
運
動
は
継
続

中
で
、
毎
年
促
進
大
会
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
会
と
し
て
も

関
係
省
庁
へ
要
望
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

獅
子
島
架
橋
に
つ
い

て
、
国
、
県
等
へ
の
陳
情

活
動
の
状
況
と
架
橋
前
の

当
面
の
交
通
の
利
便
性
の

促
進
策
は
。（
獅
子
島
）

Ａ　

期
成
会
、
町
長
、
課

長
等
が
関
係
省
庁
へ
毎
年

要
望
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
県
の
離
島
振

興
計
画
の
中
に
、
獅
子
島

架
橋
に
係
る
事
項
が
掲
載

さ
れ
た
。
町
に
お
い
て

は
、
現
在
、
フ
ェ
リ
ー
の

運
賃
補
助
を
行
い
、
島
内

一
周
道
路
整
備
に
つ
い
て

も
逐
次
推
進
す
る
計
画
で

意
見
交
換
会
を
終
え
て

　

２
回
目
の
意
見
交
換
会

を
10
小
学
校
区
で
開
催

し
、
各
会
場
か
ら
多
く
の

意
見
や
提
言
を
い
た
だ
き

公
民
館
長
を
は
じ
め
関
係

者
各
位
の
ご
協
力
に
対
し

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
回
は
、
意
見
交
換
の

テ
ー
マ
を
、
議
会
と
地
域

の
協
議
に
よ
り
設
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
長
島
本
土
の
小

中
学
校
統
廃
合
実
施
計
画

が
本
年
度
作
成
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
小
中
学
校
の
統

廃
合
に
関
す
る
意
見
が
多

く
の
会
場
で
出
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

意
見
交
換
会
が
終
了
し

た
直
後
の
議
会
定
例
会

で
、
教
育
委
員
会
か
ら
小

学
校
４
校
の
枠
組
み
、
中

学
校
１
校
の
場
所
の
素
案

が
一
般
質
問
に
対
す
る
答

弁
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
31
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
た
「
長
島
町

あ
る
。

Ｑ　

荒
廃
地
対
策
に
つ
い

て
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

で
作
物
作
付
け
推
進
が
必

要
と
思
わ
れ
る
が
。（
獅

子
島
）

Ａ　

新
規
作
物
と
し
て
、

獅
子
島
地
区
の
気
象
条
件

に
合
っ
た
オ
リ
ー
ブ
作
り

に
着
目
し
、
今
後
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　

イ
ノ
シ
シ
の
処
理
加

工
施
設
の
建
設
は
で
き
な

い
か
。（
獅
子
島
）

Ａ　

阿
久
根
市
で
は
猟
友

会
組
織
で
処
理
加
工
施
設

を
建
設
し
て
い
る
。
加
工

肉
の
販
売
面
で
も
課
題
も

あ
る
よ
う
な
の
で
意
見
を

持
ち
帰
り
検
討
す
る
。

▼
生
活
・
施
設
関
係

Ｑ　

庁
舎
に
つ
い
て
、
現

在
の
「
分
庁
方
式
」
を
維

持
で
き
な
い
か
。（
城
川

内
）

Ａ　
「
長
島
町
町
有
施
設

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」

校
の
児
童
・
生
徒
数
は
約

１
０
０
０
人
で
あ
る
。

　

定
住
促
進
対
策
と
し

て
、
町
営
住
宅
を
建
設
、

本
年
度
3
戸
計
画
（
町
営

･

公
営
住
宅
総
数
は
１
３

４
戸
）。
ま
た
、
空
家
活

用
対
策
事
業
と
し
て
助
成

事
業
を
実
施
し
て
い
る
の

で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ　

役
場
を
定
年
退
職
さ

れ
た
者
が
在
籍
し
て
い
る

が
、議
会
の
考
え
は
。（
汐

見
）

Ａ　

定
年
退
職
後
5
年
間

65
歳
ま
で
の
再
任
用
制
度

を
条
例
で
定
め
て
い
る
。

定
年
退
職
者
で
在
籍
し
て

い
る
者
は
、
特
命
で
任
命

さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

現
在
の
鷹
巣
診
療
所

は
、
補
助
金
適
正
化
法
に

よ
り
原
則
取
り
壊
し
は
で

き
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

新
設
さ
れ
る
診
療
施
設
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
診
療

科
目
の
ほ
か
に
産
婦
人

科
、
眼
科
、
皮
膚
科
等
の

立
小
中
学
校
等
統
廃
合
推

進
委
員
会
」
で
の
協
議
を

経
て
答
申
が
な
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。そ
の
間
、

各
地
域
に
お
い
て
も
説
明

会
や
協
議
等
が
開
催
さ

れ
、
統
廃
合
が
真
に
子
ど

も
の
教
育
の
た
め
と
な
る

よ
う
議
会
も
皆
さ
ま
と
と

も
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
川
内
原
子
力
発

電
所
に
関
す
る
防
災
対
策

や
地
震
・
津
波
対
策
も
町

民
が
安
心
し
た
暮
ら
し
が

確
保
で
き
る
よ
う
な
施
策

を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で

出
さ
れ
た
数
多
く
の
意
見

は
、
今
後
の
議
員
活
動
や

町
政
に
対
す
る
政
策
提
言

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
議
会
に
対
し

て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

の
答
申
は
、
鷹
巣
庁
舎
を

本
所
、
指
江
庁
舎
を
支
所

と
す
る
「
本
所
、
支
所
方

式
」
へ
移
行
し
、
併
せ
て

行
政
組
織
を
再
編
し
て
事

務
の
効
率
化
を
図
る
と
あ

る
。

　

議
会
と
し
て
は
、
答
申

を
尊
重
し
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う

対
策
を
見
守
る
。

Ｑ　

妊
婦
が
出
産
に
よ
り

里
帰
り
、
ま
た
町
外
で
の

保
健
指
導
を
受
け
る
場

合
、
有
料
も
あ
っ
た
が
支

援
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。（
蔵
之
元
）

Ａ　

原
則
無
料
で
あ
る

が
、
助
産
師
の
指
導
等
を

受
け
る
場
合
、
有
料
も
あ

る
。

Ｑ　

少
子
化
が
進
み
人
口

減
少
が
続
い
て
い
る
。
人

口
増
加
対
策
は
。（
田
尻
）

Ａ　

本
町
の
出
生
率
は

2
・
05
人
で
県
内
で
は
高

い
水
準
に
あ
る
。
小
中
学

診
療
科
目
も
導
入
し
て
ほ

し
い
。（
鷹
巣
）

Ａ　

現
在
、
出
水
地
区
内

で
も
医
師
不
足
の
状
態
で

川
床
診
療
所
も
休
診
中
で

あ
る
。
医
師
の
確
保
に
つ

い
て
も
議
会
で
調
査
等
を

行
い
、
今
後
の
建
設
検
討

委
員
会
（
仮
称
）
の
検
討

状
況
を
見
守
っ
て
い
く
。

▼
観
光
関
係

Ｑ　

町
木
・
町
花
の
推
進

状
況
お
よ
び
石
張
り
と
つ

わ
ぶ
き
植
栽
の
目
的
は
。

（
城
川
内
・
蔵
之
元
・
平
尾
）

Ａ　

町
木
は
椿
、
町
花
は

水
仙
で
あ
り
、
公
園
等
を

設
置
し
推
進
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
石
張
り
と
つ
わ

ぶ
き
植
栽
の
目
的
は
、
景

観
と
道
路
の
維
持
管
理
の

軽
減
対
策
の
た
め
実
施
し

て
い
る
。

Ｑ　

若
者
の
花
嫁
対
策
交

流
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
獅
子

島
ウ
ォ
ー
ク
等
、
3
大
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
の
継
続

を
。（
田
尻
・
獅
子
島
）

対
す
る
対
策
は
。（
田
尻
）

Ａ　

川
内
原
発
か
ら
30
㎞

圏
内
の
6
自
治
体
と
九
州

電
力
間
で
「
原
子
力
防
災

に
関
す
る
協
定
書
」
を
締

結
し
て
い
る
。

　

今
後
の
川
内
原
発
の
再

稼
動
に
つ
い
て
議
会
と
し

て
は
、
原
子
力
規
制
委
員

会
の
安
全
審
査
お
よ
び

国
、
県
、
関
係
市
町
等
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
慎

重
に
議
論
を
重
ね
た
い
。

Ｑ　

東
分
遣
所
の
場
所
、

補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い

て
。（
鷹
巣･

平
尾
）

Ａ　

鷹
巣
地
区
に
3
ヵ
所

の
候
補
地
が
あ
り
検
討
委

員
会
で
選
定
さ
れ
る
。

　

町
で
は
、
建
設
費
の
財

源
確
保
に
向
け
努
力
中
で

あ
る
。

▼
産
業
・
道
路
関
係

Ｑ　

県
道
平
尾
川
床
線
の

改
良
工
事
の
見
込
み
は
。

（
川
床
）

Ａ　

町
も
県
へ
要
望
し
て

お
り
、
議
会
も
早
期
完
成

に
向
け
て
努
力
す
る
の

で
、
川
床
地
区
、
平
尾
地

区
か
ら
も
要
望
活
動
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
に
つ

い
て
、
議
会
も
県
、
国
に

反
対
陳
情
し
た
ら
ど
う

か
。（
蔵
之
元
）

Ａ　

議
会
は
、
第
2
回
定

例
会
で
国
に
慎
重
に
対
応

す
る
よ
う
に
意
見
書
を
提

出
し
た
。

Ｑ　

町
は
第
1
次
産
業
の

振
興
を
掲
げ
て
い
る
。
バ

レ
イ
シ
ョ
で
50
億
円
の
生

産
額
を
上
げ
る
よ
う
な
施

策
等
、
長
島
の
農
業
の
方

向
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
。
ま
た
、
農
業
用
水
の

確
保
が
重
要
で
あ
る
。
ダ

ム
建
設
等
の
考
え
は
。（
汐

見
）

Ａ　

旧
長
島
町
で
干
害
用

水
の
建
設
計
画
が
あ
っ
た

が
、
着
工
直
前
に
中
止
さ

れ
た
経
緯
が
あ
る
。
町
長

は
、
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
を

必
要
箇
所
に
設
置
す
る
考
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 3億3100万円を追加

議会中継の映像配信システム使用料・・・・・・・・・・・・・29 万円

夢追いふるさと長島景観基金の積立・・・・・・・・・・1億 2,000 万円

夢追い獅子島架橋基金の積立・・・・・・・・・・・・・1億 0,250 万円

分散型エネルギー調査費・・・・・・・・・・・・・・・・・・42 万円

黒之瀬戸大橋開通 40 周年記念事業の負担金・・・・・・・・・・40 万円

離島航路の運営補助（波戸汽船、獅子島汽船、天長フェリー）・・・1,628 万円

子ども医療費助成の増額・・・・・・・・・・・・・・・・・・300 万円

保育士の処遇改善に取り組む保育所への交付金・・・・・・・・829 万円

葛輪、幣串、薄井漁港の県営事業負担金・・・・・・・・・・5,244 万円

町イチ！村イチ！観光、特産品ＰＲ・・・・・・・・・・・・・40 万円

水道施設整備の用地代、漏水修理等原材料代・・・・・・・・・446 万円

鳥獣（イノシシ、カラス、ヒヨドリ）被害防止緊急捕獲対策事業・・・446 万円

県道長島宮之浦港線（母良木）沿いの荒廃竹林整備・・・・・・37 万円

公民館要望等に伴う道路補修・・・・・・・・・・・・・・・・300 万円

住宅（城川内幼稚園跡）改修による進入路整備・・・・・・・410 万円

長島中学校吹奏楽器の購入・・・・・・・・・・・・・・・・・200 万円

土地改良事業の県営事業負担金（伊唐、蔵之元、下山門野）・・・1,438 万円

長島宮之浦港線、葛輪瀬戸線整備に伴う県営事業負担金・・・1,020 万円

主な事業

　平成25年度の一般会計補正予算のほか、国民健康保険、国民健康保険診療施設、
へき地診療施設、介護保険、簡易水道、農業集落排水、漁業集落環境整備、特定
地域生活排水処理、後期高齢者医療の9特別会計補正予算を原案可決した。
　今回、計上された予算の主な事業は次のとおり。

開通 40 周年目の黒之瀬戸大橋

住宅用進入路の整備（城川内）

荒廃竹林の整備（母良木）

夢追い獅子島架橋基金の積立などに

平成25年度一般会計予算総額100億6037万円

　

平
成
25
年
第
４
回
長
島

町
議
会
定
例
会
は
、
12
月

６
日
か
ら
18
日
ま
で
の
13

日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

　

平
成
25
年
度
の
一
般
会

計
補
正
予
算
（
３
億
３
１

０
０
万
円
追
加
、
総
額
１

０
０
億
６
０
３
７
万
円
）

や
特
別
会
計
補
正
予
算
、

長
島
港
（
口
之
福
浦
地
区
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、

長
島
町
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
議
案
14

件
、
発
委
１
件
を
可
決
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
推
薦
の
諮
問

２
件
を
答
申
。
川
内
原
子

力
発
電
所
に
関
す
る
陳
情

２
件
は
継
続
審
査
と
し
た
。

定例会で決まったこと

農道保全対策（伊唐大橋）の現地を調査する建設経済文教常任委員会
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人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
長
山
久
義
氏
（
母
良
木
）

が
平
成
26
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
き
同
氏
を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
の
意
見
を
諮
問
さ
れ

た
の
で
、
適
任
者
と
し
て
答
申
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
小
森
芳
裕
氏
（
唐
隈
）
が

平
成
26
年
３
月
31
日
で
任
期
満
了
と
な
る
た

め
、同
氏
の
後
任
と
し
て
浜
田
幹
男
氏
（
汐
見
）

を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る

た
め
の
意
見
を
諮
問
さ
れ
た
の
で
、
適
任
者
と

し
て
答
申
し
た
。

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
め
る

　
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
が
、「
配
偶
者
か
ら

の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す

る
法
律
」
に
名
称
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

長
島
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
。

税
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
を
制
定

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
地
方
税
に

係
る
延
滞
金
の
利
率
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
た
。

浄
化
槽
事
業
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
め
る

　

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
税
率
が
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
長
島
町
浄
化
槽
事
業
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
し
た
。

議
員
定
数
は
16
〜
14
へ

　

長
島
町
議
会
議
員
は
、
平
成

26
年
４
月
22
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
。

　

長
島
町
議
会
は
平
成
24
年
12

月
の
議
会
定
例
会
で
、
行
財
政

改
革
の
一
環
と
し
て
議
会
自
ら

の
提
案
に
よ
り
、
長
島
町
議
会

議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
長
島
町
議
会

の
議
員
定
数
は
16
人
か
ら
２
削

減
し
、
14
人
と
な
り
、
次
回
の

一
般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
る
。

諮問

条例

長
島
港
（
口
之
福
浦
地
区
）
の

港
整
備

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
工
事　

長

島
港
（
口
之
福
浦
地
区
）
を
１
億
２
５
４

７
万
５
千
円
で
株
式
会
社
長
崎
組
と
契
約

締
結
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

一
般
質
問
を
一
問
一
答
方
式
へ

変
更

　

平
成
25
年
第
4
回
長
島
町
議
会
定
例
会

か
ら
、
議
会
本
会
議
で
の
一
般
質
問
を
一

括
答
弁
方
式
か
ら
一
問
一
答
方
式
に
変
更

す
る
た
め
、
長
島
町
議
会
会
議
規
則
の
一

部
を
改
正
し
た
。

　

長
島
町
議
会
は
１
月
15
日
、

16
日
の
２
日
間
、
代
表
者
が
上

京
し
、
町
と
連
名
で
政
府
・
国

会
議
員
に
対
し
て
、
獅
子
島
架

橋
の
建
設
や
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
の
拡
充
な
ど
８

項
目
の
要
望
活
動
を
実
施
し

た
。

　

な
か
で
も
、
近
年
の
異
常
気

象
に
よ
る
被
害
や
価
格
低
迷
等

に
よ
る
農
家
の
栽
培
意
欲
減
退

が
深
刻
な
状
況
に
あ
る
野
菜

（
主
に
バ
レ
イ
シ
ョ
）
の
価
格

安
定
対
策
は
、
議
会
と
町
担
当

部
局
が
幾
度
と
な
く
協
議
を
重

ね
て
要
望
書
を
作
成
し
、
提
出

し
た
。 契約規則

口之福浦の港を整備本会議場の質問席

主要 8項目を国等へ要望

　長島町の基幹作物であるバレイショは、近年の異常気象に伴う低温害や春先の長雨
による収穫量減少等のほか、他産地との競合による価格低迷が続き生産経費すら回収
できない状況に至っており、農家の栽培意欲減退がみられ、農家経営や産地の維持が
困難になっております。このような中、国の野菜価格安定制度を活用し補助金の給付
を受けておりますが、補給金単価が低く経営改善には至っていません。
　現在の野菜価格安定制度によるバレイショの保証基準額の算出方式は、全国市場を
一括した価格での計算となっておりますが、本町のバレイショの出荷先は関東、中京
地方が主であるため、他の指定野菜算出方式と同様に出荷市場を各ブロックごととし、
ブロック単位での平均価格、保証基準を算出し、出荷の実情に応じた給付金の交付が
なされるよう見直しをよろしくお願い申し上げます。

このほかの要望事項
　○獅子島架橋建設について
　○社会資本整備総合交付金事業の拡充について
　○再生可能エネルギーの導入支援について
　○長島町漁港関連事業について
　○農業農村整備事業の推進について
　○離島等医療・福祉推進モデル事業の継続について
　○国立公園を正しい名称へ

要望書の提出先
　総務大臣、環境大臣、国土交通大臣、農林水産大臣、総務省、環境省、
　国土交通省、農林水産省、水産庁、地元選出国会議員

野菜価格安定対策について

国
等
へ
の
要
望
活
動
を
実
施
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一般
質問

下
塩
見　

浩  

議
員

自
主
防
災
組
織
の
強

化
と
訓
練
活
動
の
実

情
は

下
塩
見
議
員　

自
主
防
災
会

長
の
研
修
や
周
知
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

町
長　

行
政
連
絡
員

や
自
治
公
民
館
長
の
会
議
等

で
、
自
主
防
災
組
織
の
説
明

や
お
願
い
を
し
て
い
る
。

下
塩
見
議
員　

年
度
ご
と
の

関
係
書
類
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

町
長　

現
在
、
的
確

な
対
応
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
は
、
地
域
応
援
隊
を
活

用
し
、
自
治
公
民
館
長
の
交

代
や
関
係
書
類
の
引
継
ぎ
等

の
確
認
が
で
き
る
体
制
を
研

究
し
た
い
。

下
塩
見
議
員　

地
域
防
災

マ
ッ
プ
は
、
い
つ
配
布
す
る

の
か
。

答
弁　

町
長　

原
子
力
関
係

の
情
報
も
含
め
、
平
成
25
年

度
内
に
は
全
戸
へ
配
布
す
る

予
定
で
あ
る
。

下
塩
見
議
員　

低
地
に
あ
る

避
難
所
の
問
題
や
機
器
の
充

実
、
避
難
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

町
長　

避
難
所
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
個
々
具

体
的
に
検
討
し
て
い
る
事
項

も
あ
る
。
財
政
的
な
問
題
や

土
地
の
問
題
等
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
。

下
塩
見
議
員　

海
抜
表
示
板

の
設
置
に
つ
い
て
、
ま
だ
要

望
が
あ
る
が
今
後
の
設
置
の

考
え
は
。

答
弁　

町
長　

集
落
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
、
必
要
な
箇

所
に
は
設
置
す
る
。

下
塩
見
議
員　

町
で
防
災
の

日
を
制
定
し
、
集
落
単
位
で

年
１
回
以
上
必
ず
そ
れ
ぞ
れ

の
災
害
に
備
え
て
の
実
技
訓

練
や
机
上
訓
練
を
実
施
さ
せ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
そ
の
訓
練
の
報
告
書
の

提
出
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き

な
い
か
。

答
弁　

町
長　

防
災
の
日
の

制
定
に
つ
い
て
は
、
消
防
団

や
公
民
館
長
の
会
で
相
談
す

る
。
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

は
、
行
政
連
絡
員
の
会
議
の

中
で
、
集
落
の
年
間
活
動
計

画
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
強
く
お
願
い
し
て
い
き

た
い
。報
告
書
に
つ
い
て
も
、

訓
練
が
実
施
で
き
れ
ば
で
き

る
と
思
う
。

国
際
交
流
事
業
の
今

後
の
実
施
は
ど
う
す

る下塩
見
議
員　

韓
国
吉
祥
面

交
流
事
業
に
つ
い
て
、
児
童

生
徒
は
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
や
学

校
訪
問
で
交
流
を
し
、
目
的

に
沿
っ
た
成
果
も
あ
げ
て
い

る
。
諸
事
情
も
あ
り
平
成
22

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。

　

今
後
の
国
際
交
流
事
業
に

つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

答
弁　

町
長　

吉
祥
面
は
口

蹄
疫
の
発
生
の
地
で
、
国
が

清
浄
国
と
認
め
ら
れ
な
い
以

上
、
必
要
性
は
認
め
て
い
る

が
、
今
の
状
況
で
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
や
住
民
の
理
解
は
得

ら
れ
に
く
い
の
で
、
強
行
に

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

　

今
後
、
危
な
い
所
と
交
流

を
続
け
る
の
が
い
い
か
、
他

に
も
交
流
の
仕
方
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。

小
中
学
校
統
廃
合
の

進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る

下
塩
見
議
員　

平
成
21
年
２

月
に
長
島
町
立
小
中
学
校
等

の
規
模
配
置
の
在
り
方
検
討

委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受

け
、
基
本
計
画
が
推
進
さ
れ

て
い
る
。
平
成
29
年
度
開
校

に
向
け
て
間
に
合
う
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
枠
組
み
の

中
で
長
島
高
校
跡
地
活
用
の

考
え
も
含
め
、
現
在
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
弁　

教
育
長　

長
島
町
定

例
教
育
委
員
会
で
、
中
学
校

は
平
成
29
年
度
に
長
島
高
校

跡
地
に
統
合
す
る
枠
組
み
の

案
を
作
成
し
、
12
月
中
に
長

島
町
立
小
中
学
校
等
統
廃
合

推
進
委
員
会
に
提
案
し
て
、

今
年
度
中
に
方
針
や
実
施
計

画
を
策
定
す
る
予
定
で
あ

る
。

下
塩
見
議
員　

今
後
、
小
学

校
再
編
委
員
会
の
未
設
置
校

区
の
説
明
会
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
弁　

教
育
長　

小
中
学
校

の
枠
組
み
に
つ
い
て
も
決
定

後
は
各
校
区
説
明
会
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

子
ど
も
た
ち
の
立
場
に
立

ち
、
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

下
塩
見
議
員　

説
明
会
の
参

加
者
が
少
な
い
、
人
が
集
ま

る
場
所
（
集
落
総
会
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
総
会
）
で
の
説
明
会
の
開

催
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

教
育
長　

周
知
の
方

法
や
、夕
方
忙
し
い
時
間
帯
、

寒
い
時
期
等
悪
い
条
件
が
重

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

今
後
の
説
明
会
に
つ
い
て

は
、
改
善
や
工
夫
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
考
え
て
み
た

い
。

町
制
10
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
計
画
は

小
川
議
員　

合
併
10
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
の

計
画
が
あ
る
か
。

答
弁　

町
長　

町
民
み
ん

な
で
お
祝
い
す
る
こ
と
を

念
頭
に
、
町
民
の
意
向
を

伺
い
具
体
化
し
て
い
く
。

10
周
年
記
念
に
町

民
歌
、
町
民
音
頭

の
制
作
を

小
川
議
員　

合
併
10
周
年

記
念
事
業
と
し
て
町
民

歌
、
町
民
音
頭
の
制
作
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁　

町
長　

町
民
歌

は
、
町
民
の
融
和
や
長
島

町
民
で
あ
る
一
体
感
を
つ

く
る
た
め
に
も
必
要
で
あ

り
、
合
併
10
周
年
を
め
ど

に
制
作
し
た
い
。

　

町
民
音
頭
や
踊
り
等

は
、
町
民
歌
が
で
き
た
後

に
機
運
が
高
ま
れ
ば
検
討

す
る
。

「
第
30
回
国
民
文
化

祭
か
ご
し
ま
」
へ

の
取
り
組
み
は

小
川
議
員　
「
本
物
、
鹿

児
島
県
～
文
化
維
新
は
黒

潮
に
乗
っ
て
～
」
の
テ
ー

マ
で
平
成
27
年
10
月
31
日

か
ら
11
月
15
日
ま
で
開
催

さ
れ
る
が
、
本
町
の
取
り

組
み
を
伺
う
。

答
弁　

町
長　

本
町
で

は
、「
黒
潮
の
恵
み
、
花

と
食
と
造
形
の
祭
典
」
と

称
し
、
長
島
造
形
美
術
展

と
花
フ
ェ
ス
タ
を
中
心
に

本
町
の
町
づ
く
り
へ
の
取

り
組
み
や
、
農
水
産
物
な

ど
食
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
。

郷
土
芸
能
の
保
護
・

伝
承
を

小
川
議
員
　
本
町
に
は
祖

先
が
残
し
て
く
れ
た
多
く

の
郷
土
芸
能
が
あ
る
。
し

か
し
、
現
在
で
は
後
継
者

が
少
な
く
な
り
衰
退
気
味

で
あ
る
。

　

今
後
は
、
町
の
無
形
文

化
財
に
指
定
し
て
継
承
す

る
考
え
は
。
ま
た
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
披
露
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁　

町
長　

郷
土
芸
能

保
存
は
、
少
子
高
齢
化
に

伴
い
担
い
手
不
足
で
あ

る
。
郷
土
芸
能
育
成
に
必

要
な
資
材
の
修
理
や
購
入

に
対
し
、
県
文
化
振
興
財

団
の
事
業
の
導
入
や
公
民

館
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
活

用
を
進
め
て
い
く
。

　

ど
の
市
町
村
も
無
形
文

化
財
の
指
定
は
少
な
く
、

消
滅
が
危
惧
さ
れ
る
も
の

は
ビ
デ
オ
撮
影
し
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
化
し
て
保
存
に
取
り
組

む
。

　

ま
た
、
国
民
文
化
祭
で

郷
土
芸
能
の
披
露
も
計
画

し
て
い
る
。

太
陽
の
里
ピ
ク

ニ
ッ
ク
広
場
に
ス

テ
ー
ジ
を

小
川
議
員　

太
陽
の
里
ピ

ク
ニ
ッ
ク
広
場
に
自
然
に

マ
ッ
チ
し
た
常
設
の
イ
ベ

ン
ト
ス
テ
ー
ジ
の
建
設
が

で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁　

町
長　

ピ
ク
ニ
ッ

ク
広
場
の
整
備
は
年
次
的

に
行
っ
て
き
て
い
る
。
今

後
も
周
辺
整
備
を
計
画
し

て
お
り
、
イ
ベ
ン
ト
等
が

増
え
、
必
要
と
す
る
機
会

が
増
え
る
ま
で
仮
設
で
対

応
し
、
利
用
空
間
に
柔
軟

性
を
持
た
せ
て
お
く
。

学
校
の
統
廃
合
は

計
画
ど
お
り
推
進

で
き
る
か

小
川
議
員　

小
中
学
校
の

統
廃
合
は
、
当
初
計
画
に

沿
っ
た
推
進
が
で
き
る
の

か
。

　

ま
た
、
統
合
小
中
学
校

の
枠
組
み
、
場
所
、
そ
の

内
容
を
伺
う
。

答
弁　

教
育
長　

統
廃
合

の
機
運
が
醸
成
し
た
と
こ

ろ
か
ら
年
次
的
に
進
め
て

い
く
の
が
現
実
的
で
あ

る
。
最
終
年
度
を
平
成
30

年
度
と
考
え
て
い
る
。

　

統
合
小
中
学
校
の
枠
組

み
の
教
育
委
員
会
の
案

は
、
ま
ず
中
学
校
は
平
成

29
年
4
月
に
長
島
高
校
跡

地
に
開
校
、
小
学
校
４
校

は
、
現
在
の
鷹
巣
小
学
校

に
本
浦
小
学
校
と
伊
唐
小

学
校
、
川
床
小
学
校
に
田

尻
小
学
校
を
、
城
川
内
小

学
校
、
汐
見
小
学
校
、
蔵

之
元
小
学
校
は
、
現
在
の

長
島
中
学
校
に
統
合
す
る

計
画
案
で
、
長
島
町
立
小

中
学
校
等
統
廃
合
推
進
委

員
会
に
提
案
す
る
考
え
で

あ
る
。

小
川　

武
男  

議
員

造形美術展が開催される太陽の里ピクニック広場
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　長島町議会の本会議は公開されて
いて、どなたでも傍聴することがで
きます。
　次回定例会は、3月上旬の開会を
予定しています。皆さんの傍聴をお
待ちしています。
　なお、役場ロビーや長島町ホーム
ページでも議会中継を見ることがで
きます。

３月上旬次回定例会は
開会予定です

古
田　

一
博  

議
員

町
運
動
場
（
城
川

内
）
か
ら
国
道
へ

の
出
入
り
口
の
安

全
対
策

南
側
駐
車
場
か
ら
右
折
車

輛
の
事
故
防
止

古
田
議
員　

見
通
し
が
悪

く
、
い
つ
事
故
が
起
こ
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

で
あ
る
た
め
、
運
動
場
の

斜
面
を
削
る
な
り
、
思
い

切
っ
た
対
策
の
必
要
性
を

問
う
。

答
弁　

町
長　

工
法
の
検

討
が
必
要
で
あ
り
、
前
向

き
に
検
討
し
実
行
し
て
い

く
。

運
動
場
で
の
大
会
に
お
け

る
送
迎
車
輛
の
乗
降
対
策

古
田
議
員　

町
内
の
小
学

生
の
陸
上
記
録
会
に
利
用

さ
れ
る
大
型
バ
ス
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
無
い
た
め
、

子
ど
も
た
ち
が
乗
り
降
り

す
る
間
、
渋
滞
を
ま
ね
き

危
険
な
状
況
で
あ
り
、
安

全
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

町
長　

乗
降
対
策

も
同
じ
視
点
で
考
え
、
入

り
口
側
を
広
く
取
る
こ
と

に
よ
っ
て
問
題
解
決
で
き

る
と
思
う
。

　

駐
車
場
が
不
足
し
て
い

る
た
め
、
耕
作
道
、
作
業

道
路
の
改
良
も
含
め
て
、

全
体
的
に
対
応
し
て
い
く
。

薄
井
地
区
内
交
差

点
の
交
通
安
全
対

策古田
議
員　

薄
井
地
区
内

の
県
道
と
町
道
の
交
差
点

の
交
通
安
全
対
策
と
し
て

の
セ
ン
サ
ー
で
キ
ャ
ッ
チ

で
き
る
信
号
機
の
設
置
は

で
き
な
い
の
か
。

答
弁　

町
長　

薄
井
港
線

の
道
路
改
良
に
伴
い
、
警

察
と
協
議
し
安
全
対
策
の

目
的
で
信
号
機
設
置
に
つ

い
て
、
で
き
る
方
法
を
探

す
努
力
を
約
束
す
る
。

看
板
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を

古
田
議
員　

道
路
案
内
板

を
含
め
た
看
板
の
点
検
、

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
合

併
し
て
か
ら
８
年
、
い
ま

だ
に
合
併
前
の
古
い
看

板
、
書
か
れ
て
い
る
文
字

が
読
め
な
い
看
板
、
汚
れ

た
看
板
な
ど
多
い
。

　

確
認
し
て
、
撤
去
す
る

な
り
見
直
し
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
弁　

町
長　

名
称
の
変

更
、
文
字
の
欠
落
し
た
も

の
、
再
度
総
点
検
を
し
、

撤
去
す
る
も
の
、
書
き
換

え
る
も
の
、
至
急
実
施
す

る
。

田
中　

正
隆  

議
員

町
お
よ
び
関
係
団

体
が
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
取
り
扱

い田中
議
員　

町
内
外
か
ら

多
数
の
観
客
動
員
で
、
道

路
幅
員
の
狭
隘
（
特
に
葛

輪
瀬
戸
線
の
加
世
堂
バ
ス

停
か
ら
国
道
３
８
９
号
の

瀬
戸
信
号
機
ま
で
2
・
7

㎞
お
よ
び
平
尾
川
床
線

等
）で
交
通
渋
滞
を
招
く
。

そ
の
解
消
を
急
げ
。

①
造
形
美
術
展
の
正
確
な

入
場
者
把
握
の
た
め
入
場

料
有
料
化
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

②
信
号
機
を
通
行
量
に
合

わ
せ
調
整
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
帰
路
に
合
わ
せ
て

警
備
員
配
置
に
よ
る
緩
和

は
で
き
な
い
か
。

③
県
道
改
良
に
よ
り
車
両

の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
で

き
な
い
か
。
葛
輪
瀬
戸
線

山
門
野
ま
で
長
蛇
の
列
で

信
号
機
を
通
過
す
る
ま
で

長
時
間
を
要
す
る
た
め
不

便
を
き
た
し
て
い
て
、
苦

言
を
呈
す
る
人
も
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
行
人
岳
線
町
道

改
良
も
進
み
、
県
道
杉
ノ

段
川
床
間
が
未
改
良
で
狭

隘
で
大
型
車
両
通
行
に
不

便
を
き
た
し
て
い
る
。

答
弁　

町
長　

①
有
料
化

に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員

会
で
議
論
が
た
び
た
び
な

さ
れ
た
が
、
無
料
で
実
施

す
る
こ
と
で
多
数
で
決
定

し
た
。

②
信
号
の
調
整
、
警
備
員

の
配
置
、
各
関
係
機
関
と

協
議
の
う
え
、
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
か
と

思
う
。

③
町
道
改
良
に
つ
い
て

は
、
平
尾
杉
ノ
段
区
間
は

平
成
22
年
度
で
整
備
済
み

で
あ
る
が
、
未
整
備
区
間

に
つ
い
て
は
、
拡
張
工
事

の
予
算
確
保
に
向
け
て
要

望
活
動
を
模
索
し
て
実
施

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。

カーブ内に交差点がある県道（薄井）

見通しの改善が望まれる城川内運動場入口
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■歳入
　会計年度における地方自治体等の収入
■歳出
　会計年度における地方自治体等の支出
■総務費
　全般的な管理事務、企画調整事務、財政
　事務、選挙事務などの経費
■民生費
　社会福祉、身体障害者、老人福祉、児童
　福祉などの経費
■衛生費
　保健事業、感染症予防、廃棄物処理など
　の経費
■農林水産業費
　農・林・漁業振興対策の経費
■土木費
　道路、橋りょう、河川、港湾、公営住宅
　などの経費
■消防費
　消火、防災防除、災害時被害軽減などの
　経費
■教育費
　教育委員会、小・中学校、社会教育など
　の経費
■公債費
　事業を行うために借り入れたお金の償還
　金

用語の解説

　

平
成
25
年
第
３
回
長
島

町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託

さ
れ
た
平
成
24
年
度
長
島

町
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別

会
計
の
決
算
審
査
の
経
過

と
結
果
に
つ
い
て
報
告
す

る
。

　

当
委
員
会
は
、
去
る
10

月
22
日
か
ら
11
月
８
日
ま

で
、
現
地
調
査
を
含
め
実

質
５
日
間
の
日
程
で
審
査

を
実
施
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
24
年
度
の
予
算
が
議

決
さ
れ
た
目
的
に
従
っ
て

適
正
に
、
そ
し
て
効
果
的

に
執
行
さ
れ
た
か
。
ま
た
、

今
後
の
行
政
運
営
に
お
い

て
、
改
善
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
か
を
主
眼
と
し
て

審
査
を
行
っ
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
歳

入
確
保
に
努
力
し
、
そ
の

実
績
が
上
が
っ
て
い
る
か
。

特
に
町
税
に
お
い
て
は
収

入
未
済
額
が
出
た
原
因
は

何
か
、
不
納
欠
損
処
分
は

適
正
に
行
わ
れ
た
か
、
町

税
徴
収
の
体
制
は
十
分
に

図
ら
れ
た
か
。
ま
た
、
そ

の
他
収
入
確
保
の
努
力
は

十
分
で
あ
っ
た
か
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
適

法
、
適
正
に
支
出
さ
れ
て

　

歳
入
決
算
構
成
の
状
況

を
自
主
財
源
と
依
存
財
源

に
分
類
す
る
と
、
自
主
財

源
は
20
億
５
７
５
６
万
３

０
０
０
円
で
18
・
71
％
と

な
っ
て
い
る
。
対
前
年
度

比
１
・
４
％
と
わ
ず
か
に

増
と
な
っ
て
い
る
が
、
依

存
財
源
は
81
・
29
％
と
依

然
と
し
て
高
い
割
合
で
あ

る
。

　

歳
出
の
決
算
額
は
、
１

０
１
億
４
４
６
５
万
４
５

０
１
円
で
、
予
算
に
対
す

る
執
行
率
は
89
・
71
％
と

な
っ
て
い
る
が
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
11
億
２
４
０
万

４
０
０
０
円
を
考
慮
し
た

執
行
率
は
99
・
46
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

目
的
別
に
み
る
と
構
成

比
の
大
き
い
順
に
、
民
生

費
22
億
６
４
２
万
６
０
５

３
円
で
21
・
75
％
、
土
木

費
の
16
億
９
３
１
５
万
６

７
２
０
円
で
16
・
69
％
、

公
債
費
14
億
５
４
０
４
万

６
１
９
９
円
で
14
・
33
％

で
あ
る
。

　

一
方
３
月
末
の
基
金
積

立
高
は
、
47
億
３
５
１
０

万
１
０
０
０
円
で
あ
る
。

　

各
種
財
政
指
数
は
、
財

政
力
指
数
０
・
18
％
、
実

質
公
債
費
比
率
は
９
・

５
％
、
財
政
構
造
の
弾
力

性
を
判
断
す
る
経
常
収
支

比
率
は
87
・
７
％
で
あ
り
、

い
た
か
、
不
用
額
は
妥
当

で
あ
っ
た
か
、
補
助
金
の

効
果
は
上
が
っ
て
い
る
か

等
を
重
点
に
審
査
し
た
。

　

現
地
調
査
は
、
各
事
業

が
予
算
ど
お
り
適
性
に
執

行
さ
れ
て
い
る
か
、
産
業

振
興
や
地
域
振
興
に
効
果

が
上
が
っ
て
い
る
か
、
公

共
施
設
の
整
備
は
計
画
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
、

そ
の
他
の
施
設
が
十
分
活

用
さ
れ
、
管
理
は
適
正
に

さ
れ
て
い
る
か
な
ど
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

そ
の
主
な
施
策
事
業
に

つ
い
て
、
平
成
24
年
度
は

「
長
島
町
総
合
振
興
計
画
」

後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
も
あ
り
、
過
疎
、

辺
地
計
画
に
基
づ
き
計
画

ど
お
り
事
業
が
実
施
さ
れ
、

町
道
や
農
林
道
改
良
事
業
、

港
湾
整
備
、
景
気
対
策
や

雇
用
対
策
が
図
ら
れ
、
夢

と
活
力
の
あ
る
町
づ
く
り

が
達
成
さ
れ
て
い
た
。

　

平
成
24
年
度
の
一
般
会

計
の
決
算
状
況
は
、
歳
入

総
額
１
０
８
億
９
２
５
３

万
８
０
２
８
円
、
歳
出
総

額
１
０
１
億
４
４
６
５
万

４
５
０
１
円
、
差
引
残
高

が
７
億
４
７
８
８
万
３

５
２
７
円
で
、
翌
年
度
へ

繰
り
越
す
べ
き
財
源
が
２

対
前
年
度
比
２
・
１
％
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

財
政
構
造
健
全
確
保
か

ら
す
る
と
経
常
経
費
の
支

出
割
合
が
高
く
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
あ
る
と
言
え

る
。

　

特
別
会
計
の
決
算
状
況

に
つ
い
て
は
、
第
２
表
の

と
お
り
。

　

財
産
に
関
す
る
調
書
に

つ
い
て
の
土
地
、
建
物
、

物
品
、
基
金
等
は
目
的
に

従
っ
て
、
適
正
に
管
理
さ

れ
て
い
た
。

　

現
地
調
査
は
、
長
島
港

（
諸
浦
地
区
）
港
整
備
交
付

金
工
事
他
15
件
に
つ
い
て

実
施
し
た
。
町
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
社
会
資
本
整
備

に
努
め
、
そ
の
成
果
が
上

げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
判

断
し
た
。

　

委
員
会
の
ま
と
め
と
し

て
、
平
成
24
年
度
決
算
に

お
い
て
「
長
島
町
総
合
振

興
計
画
」
後
期
計
画
の
初

年
度
と
し
て
、
町
道
や
農

道
の
補
修
事
業
な
ど
景
気

対
策
お
よ
び
雇
用
対
策
に

積
極
的
に
取
り
組
み
、
こ

の
結
果
、
普
通
会
計
で
４

年
連
続
１
０
０
億
円
を
超

え
る
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

　

財
政
運
営
に
つ
い
て
は
、

計
画
的
に
弾
力
性
の
確
保

と
積
極
的
な
行
政
水
準
の

向
上
に
努
力
さ
れ
て
い
る

億
６
８
４
万
３
０
０
０
円

で
、
実
質
収
支
額
は
５
億

４
１
０
４
万
円
の
黒
字
。

こ
れ
か
ら
前
年
度
実
質
収

支
額
を
控
除
し
た
単
年
度

収
支
額
は
１
８
４
９
万
２

０
０
０
円
の
赤
字
で
あ
る
。

　

な
お
、
歳
入
総
額
の
予

算
に
対
す
る
収
入
済
み
率

は
96
・
33
と
な
っ
て
い
る
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
町
税

の
収
入
額
は
８
億
５
９
５

８
万
８
９
７
０
円
で
、
対

前
年
度
比
２
１
９
８
万
８

４
８
４
円
の
減
額
、
歳
入

総
額
に
対
す
る
構
成
比
は

７
・
89
％
で
あ
る
。

　

ま
た
、
町
税
の
不
納
欠

損
と
し
て
26
万
１
５
０
０

円
が
地
方
税
法
に
基
づ
き

処
分
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

税
収
入
の
確
保
と
税
負
担

の
公
平
を
図
る
上
か
ら
も

効
率
的
で
有
効
な
徴
収
を

行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

歳
入
で
最
も
大
き
な
構

成
比
は
、
地
方
交
付
税
で

48
億
９
４
４
３
万
３
０
０

０
円
、
収
入
全
体
の
44
・

93
％
で
あ
り
、
対
前
年
度

比
８
７
２
０
万
７
０
０
０

円
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
町
の
財
源
の
地
方
交
付

税
へ
の
依
存
体
質
を
示
す

も
の
で
あ
る
。

　

町
債
は
17
億
１
４
０

万
円
、
対
前
年
度
比
26
・

67
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

が
、
本
町
の
財
政
状
況
は
、

地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存

財
源
に
頼
っ
て
い
る
状
況

で
、
依
然
と
し
て
厳
し
い

と
言
え
る
。

　

今
後
も
自
主
財
源
の
確

保
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

町
税
の
収
納
率
ア
ッ
プ
を

図
り
な
が
ら
、
歳
出
に
お

い
て
も
経
常
経
費
の
削
減

も
図
り
つ
つ
、
計
画
的
か

つ
効
果
的
な
町
づ
く
り
を

目
指
し
、
更
な
る
努
力
を

高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
委
員
会
の
意
見

と
し
て
、
公
営
、
町
営
住

宅
の
入
居
に
つ
い
て
、
住

宅
に
困
っ
て
い
る
人
が
多

い
な
か
、
長
年
に
わ
た
り

入
居
さ
れ
て
い
る
方
や
、

長
期
に
わ
た
る
家
賃
の
滞

納
者
防
止
を
含
め
、
５
年

ご
と
の
更
新
制
度
や
法
律

の
範
囲
内
で
入
居
条
件
の

見
直
し
な
ど
を
行
い
、
平

等
に
入
居
で
き
る
よ
う
な

体
制
づ
く
り
や
指
導
を
お

願
い
し
た
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

以
上
で
審
査
を
終
わ
り

採
決
の
結
果
、
平
成
24
年

度
長
島
町
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で

認
定
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

平成24年度　決算を審査
一
般
会
計
歳
出
の
状
況
（
目
的
別
）

◎
決
算
特
別
委
員
会
委
員
長　

下
塩
見　

浩

決算特別委員会の審査報告

会　　　計　　　別 歳 入 総 額 歳 出 総 額 翌 年 度 へ
繰越べき財源 実質収支額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 2,220,494,411 2,032,163,750 0 188,330,661
国民健康保険診療施設特別会計 408,503,788 391,978,394 0 16,525,394
へ き 地 診 療 施 設 特 別 会 計 85,866,296 83,449,600 0 2,416,696
介 護 保 険 特 別 会 計 1,187,763,680 1,126,108,450 0 61,655,230
簡 易 水 道 特 別 会 計 544,336,689 516,553,900 130,000 27,652,789
諸 浦 港 埠 頭 特 別 会 計 11,774,488 3,766,796 0 8,007,692
農 業 集 落 排 水 特 別 会 計 66,459,525 64,637,885 0 1,821,640
漁 業集落環境整備特別会計 43,540,519 42,560,944 0 979,575
特定地域生活排水処理特別会計 46,403,599 41,915,198 0 4,488,401
水 産 種 苗 供 給 特 別 会 計 43,537,988 22,730,301 0 20,807,687
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 131,634,312 131,185,378 0 448,934

合　　　　　　　　計 4,790,315,295 4,457,050,596 130,000 333,134,699

※第 1 表の金額の欄は、各項目とも円単位で計算した額を万円未満四捨五入して計上しているため、合計額等が一致しない場合がある。

第 2表　特別会計の収支の状況（実質収支額） 第 1表　

（単位：円）

※この報告は、一般会計・特別会計の状況を記載しており、普通会計の概要を掲載してある広報ながしま１月号の報告数値とは異なる。

民生費
22 億 643 万円
(21.75％ )

土木費
16 億 9316 万円
(16.69％ )

公債費
14 億 5405 万円
(14.33％ )

教育費
12 億 660 万円
(11.89％ )

総務費
11 億 3159 万円
(11.15％ )

農林水産業費
11 億 1920 万円
(11.03％ )

衛生費
4億 9303 万円
(4.86％ )

消防費
3億 7544 万円
(3.70％ )

災害復旧費
2億 409 万円
(2.01％ )

商工費
1億 4654 万円
(1.44％ )

議会費
1億 1453 万円
(1.13％ )

Ｈ 24 年度一般会計
歳出総額

101 億 4465 万円
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常任委員会の審査報告

委
員
長
　
小
川
　
武
男

▼
総
務
課
関
係

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

問　

延
滞
金
が
引
き
下
げ
ら

れ
る
理
由
は
。

答　

社
会
経
済
の
低
金
利
状

況
に
合
わ
せ
て
納
税
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
も
の
。

　

こ
れ
ま
で
の
延
滞
金
14
・

６
％
を
９
・
３
％
に
、
納
期

限
後
１
カ
月
以
内
の
早
期
納

付
７
・
３
％
を
３
％
に
利
率

引
き
下
げ
が
行
わ
れ
る
も

の
。

長
島
町
浄
化
槽
事
業
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

問　

条
例
改
正
の
主
な
内
容

は
。

答　

現
行
の
「
消
費
税
額
を

乗
じ
て
得
た
額
」
の
表
現
を

「
消
費
税
額
に
地
方
税
法
の

規
定
に
よ
る
地
方
消
費
税
を

加
え
た
額
を
加
算
し
た
額
」

に
改
正
す
る
も
の
。

平
成
25
年
度
長
島
町
一
般
会

計
補
正
予
算

問　

総
務
一
般
管
理
費
に
58

万
７
０
０
０
円
計
上
し
て
い

る
が
内
容
は
。

答　

臨
時
職
員
の
通
勤
手
当

で
通
勤
距
離
10
㎞
以
上
の
43

名
に
支
給
す
る
も
の
。

▼
企
画
財
政
課
関
係

問　

黒
之
瀬
戸
大
橋
開
通
40

周
年
記
念
事
業
費
に
40
万
円

計
上
し
て
い
る
が
内
容
は
。

答　

こ
の
４
月
で
開
通
40
周

年
を
迎
え
る
の
で
、
４
月
２

日
に
だ
ん
だ
ん
市
場
の
駐
車

場
で
式
典
の
開
催
を
阿
久
根

市
と
共
催
で
計
画
し
て
い

る
。

問　

離
島
航
路
に
対
す
る
補

助
金
１
６
２
８
万
４
０
０
０

円
の
内
容
は
。

答　

波
戸
汽
船
に
３
７
７
万

８
０
５
８
円
、
獅
子
島
汽
船

に
４
６
０
万
２
２
５
３
円
、

天
長
フ
ェ
リ
ー
に
７
９
０
万

３
０
０
０
円
を
運
営
費
に
補

助
す
る
も
の
で
、
天
草
市
か

ら
の
補
助
は
な
い
。

▼
税
務
課
関
係

問　

過
誤
納
還
付
金
２
５
０

万
円
計
上
し
て
い
る
が
そ
の

内
容
は
。

答　

法
人
町
民
税
の
確
定
申

告
に
基
づ
く
過
誤
納
金
の
還

付
や
所
得
税
修
正
申
告
に
基

づ
く
個
人
住
民
税
の
過
誤
納

に
係
る
還
付
で
あ
る
。

▼
町
民
福
祉
課
関
係

問　

児
童
措
置
費
の
保
育
士

等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業

費
８
２
９
万
４
０
０
０
円
の

内
容
は
。

答　

保
育
士
の
人
材
確
保
対

策
を
推
進
す
る
一
環
と
し

て
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
に

取
り
組
む
保
育
所
へ
資
金
の

交
付
を
行
う
。

　

今
年
度
限
り
の
事
業
で
町

内
５
保
育
園
が
申
請
し
て
い

る
。

長
島
町
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て問　

今
回
の
改
正
の
主
な
内

容
は
。

答　

同
棲
な
ど
生
活
の
本
拠

を
共
に
し
て
い
た
交
際
相
手

と
の
関
係
を
解
消
し
た
あ
と

に
引
き
続
き
暴
力
を
受
け
た

場
合
も
該
当
し
、
結
婚
を
し

て
い
な
く
て
も
対
象
と
な

る
。

▼
保
健
衛
生
課
関
係

問　

母
子
保
健
事
業
費
で
３

６
４
万
７
０
０
０
円
の
内
容

は
。

答　

妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
の

受
診
件
数
、
金
額
が
昨
年
よ

り
１
・
５
倍
に
な
っ
て
い
る

た
め
に
補
正
す
る
も
の
。

平
成
25
年
度
長
島
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

問　

一
般
被
保
険
者
医
療
費

２
６
６
万
１
０
０
０
円
の
内

容
は
。

答　

コ
ル
セ
ッ
ト
・
柔
整
・

は
り
・
き
ゅ
う
等
の
施
術
に

伴
う
保
険
者
負
担
分
の
増
額

に
よ
る
も
の
で
、は
り
・
き
ゅ

う
券
は
１
４
６
人
に
発
行
し

て
い
る
。

▼
診
療
所
関
係

平
成
25
年
度
長
島
町
国
民
健

康
保
険
診
療
施
設
特
別
会
計

補
正
予
算

問　

診
療
施
設
管
理
費
１
６

５
５
万
６
０
０
０
円
、
医
業

費
１
５
６
１
万
円
の
増
額
補

正
の
内
容
は
。

答　

平
尾
診
療
所
、
鷹
巣
診

療
所
と
も
に
外
来
患
者
増
、

往
診
患
者
増
に
よ
る
も
の

で
、
平
尾
診
療
所
は
特
に
乳

児
や
児
童
の
患
者
が
増
え
て

い
る
。

　

鷹
巣
診
療
所
は
、
在
宅
患

者
の
往
診
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
患
者
数
が
大
き
く
伸
び

て
い
る
。

▼
議
会
事
務
局
関
係

問　

議
会
映
像
配
信
シ
ス
テ

ム
使
用
料
29
万
９
０
０
０
円

の
内
容
は
。

答　

議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
が

ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化

と
な
り
、
そ
の
映
像
配
信
シ

ス
テ
ム
使
用
料
で
、
月
に
７

万
４
５
５
０
円
の
４
カ
月
分

で
あ
る
。

▼
委
員
会
所
見

　

こ
れ
ま
で
事
業
を
推
進
し

て
い
る
中
で
用
地
を
買
収
し

た
が
、
未
分
筆
・
未
登
記
や

買
収
せ
ず
に
使
用
し
て
い
る

土
地
な
ど
の
事
例
が
あ
る
の

で
、
適
切
な
事
務
処
理
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

平
成
25
年
度
長
島
町
一
般

会
計
補
正
予
算

▼
水
産
商
工
課
関
係

問　

観
光
一
般
経
費
で
、

町
イ
チ
、
村
イ
チ
の
事
業

内
容
は
。

答　

主
催
は
全
国
町
村
会

で
平
成
26
年
１
月
11
日
と

12
日
の
２
日
間
、
東
京
有

楽
町
で
観
光
Ｐ
Ｒ
お
よ
び

特
産
品
の
販
売
を
す
る
事

業
で
あ
る
。

　

鹿
児
島
県
か
ら
９
町
村

が
出
店
し
、
事
業
費
に
つ

い
て
は
、
県
町
村
会
が
１

０
０
％
助
成
す
る
。

▼
耕
地
課
関
係

問　

農
地
費
の
中
で
、
測

量
設
計
委
託
料
を
予
算
化

し
て
い
る
が
、
職
員
が
実

際
に
測
量
設
計
を
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
の
か
。

答　

事
業
量
が
多
い
の
で

す
べ
て
を
職
員
で
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
補
助
事

業
に
つ
い
て
は
、
委
託
を

行
っ
て
い
る
が
、
維
持
補

修
な
ど
簡
単
な
と
こ
ろ
は

職
員
で
行
っ
て
い
る
。

▼
農
林
課
関
係

問　

林
業
振
興
費
の
有
害

鳥
獣
捕
獲
事
業
で
、
町
、

猟
友
会
、
農
協
な
ど
と
協

議
し
て
処
理
場
の
建
設
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

答　

町
独
自
で
処
理
場
を

設
置
す
る
と
人
件
費
等
負

担
が
大
き
く
、
単
独
で
の

設
置
は
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
猟
友
会
等
で
管
理
す

る
施
設
で
あ
れ
ば
、
町
と

し
て
も
何
ら
か
の
事
業
で

対
応
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

問　

捕
獲
の
確
認
方
法
も

北
薩
地
区
内
で
統
一
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　

県
（
振
興
局
）
に
も

統
一
し
て
ほ
し
い
と
お
願

い
し
て
い
る
。
引
き
続
き

お
願
い
し
て
い
く
。

▼
建
設
課
関
係

問　

住
宅
建
設
費
で
、
旧

城
川
内
幼
稚
園
へ
の
進
入

路
整
備
に
つ
い
て
、
現
在

の
進
入
路
の
原
形
復
旧
の

内
容
と
新
し
く
購
入
す
る

土
地
の
登
記
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答　

所
有
者
か
ら
更
地
に

し
て
返
し
て
も
ら
う
よ
う

に
要
望
が
あ
っ
た
。

　

工
事
内
容
は
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
を
壊
し
て
住
宅
並
み

の
高
さ
に
戻
す
工
事
で
あ

る
。

　

新
規
購
入
土
地
の
登
記

に
つ
い
て
は
、
内
諾
は
得

て
い
る
が
、
測
量
が
済
み

次
第
契
約
す
る
予
定
で
あ

る
。

▼
委
員
会
所
見

　

水
産
商
工
課
所
管
の
観

光
費
で
、
観
光
係
の
職
員

が
1
名
減
と
な
っ
て
い
る

が
、
商
工
会
や
観
光
協
会

等
と
連
携
を
し
、
年
間
を

通
じ
て
平
常
業
務
や
観
光

Ｐ
Ｒ
等
を
行
う
中
で
、
十

分
な
活
動
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
。

　

今
後
、
観
光
に
力
を
入

れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
職
員
が
不
足

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
、
職
員
確
保

に
向
け
て
努
力
を
し
て
ほ

し
い
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。

　

ま
た
、
教
育
総
務
課
の

事
務
局
費
関
連
で
小
中
学

校
の
統
廃
合
で
、
平
成
29

年
度
開
校
ま
で
の
業
務
に

つ
い
て
、
獅
子
島
の
統
廃

合
の
際
に
も
校
舎
建
設
や

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
非
常
に

多
大
な
事
務
量
で
あ
っ
た

と
の
報
告
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
長
島
本
島
の

計
画
で
あ
り
獅
子
島
の
と

き
よ
り
も
更
に
施
設
整
備

の
問
題
等
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
予
想
さ
れ
、
膨
大
な

事
務
作
業
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。

　

統
廃
合
の
時
期
が
遅
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
職
員

体
制
の
充
実
を
は
か
っ
て

ほ
し
い
と
の
意
見
も
あ
っ

た
。

委
員
長
　
下
塩
見
　
浩

県道の集落排水管移設現場を視察（本町）町道補修の現地を調査（福ノ浦）

− 17 − − 16 −

長島町議会だより　第 31 号 長島町議会だより　第 31 号



◇
編
集
後
記

　

昨
年
は
、
息
子
夫
婦
と
初
詣
に
出
か

け
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
が
無
事
生

ま
れ
ま
す
よ
う
に
と
お
祈
り
し
ま
し

た
。

　

今
で
は
、
11
カ
月
に
な
り
伝
え
歩
き

し
て
、
な
ん
で
も
触
る
の
で
テ
ー
ブ
ル

の
上
に
何
も
置
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

も
う
少
し
し
た
ら
歩
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
１
年
と
い
う
の
は
早
い
も
の
で
す

ね
。

　

今
年
１
年
、
議
会
の
内
容
、
報
告
を

わ
か
り
や
す
く
、
町
民
の
皆
様
に
お
伝

え
で
き
る
よ
う
編
集
委
員
一
同
、
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
古
田
）

【
発
行
責
任
者
】
植
元　

敏
光

【
編
集
委
員
長
】
林　
　

義
明

【
編
集
副
委
員
長
】
古
田　

一
博

【
委　
　
　

員
】
川
上　
　

勇

　
　
　
　
　
　
　

福
永　

伸
親

　
　
　
　
　
　
　

石
橋　
　

束

長
島
議
会
だ
よ
り

第
31
号

　１月 15 日、東京都港区のセレスティンホ
テルで、「ながしま美味（うんまか）でー」
が開催された。
　この催しは、バレイショやミカン、ブリ、
ヒオウギ貝などの本町特産品を全国にＰＲ
し、販売を促進することを目的に実施された。
　この日は、関東の市場関係者や国会議員、
関東ながしま会会員らを招き、特産品をふん
だんに使用したメニューを紹介し、販路の拡
大策などの意見を交換した。

　新春恒例の長島町消防出初め式が１月
12 日に行われた。会場の鷹巣運動場には
消防団員らが集結し、小隊訓練など日ごろ
の訓練の成果を披露。消防功労者らに表彰
状が贈られた。
　式典後には放水競技が行われ、各分団を
代表した選手たちが標的目掛けて勢いよく
放水すると、観覧席から大きな歓声が上
がっていた。

長島の海・山の恵みと魅力をＰＲ

消防団員の迫力ある放水に歓声

平
成
26
年
２
月
発
行

調理された特産品を来場者にアピール

小さな的を目がけて放水する消防団員
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